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V.研究教育業務関係

A.研究項目一覧

研究項目

流域環境制御学研究室

森林流域における水・エネルギー・物質循環に関する研究

森林の環境保全機能と流域保全管理システムに関する研究

土砂災害の警戒避難システムに関する研究

森林レクリェーションに関する研究

都市緑地の保全と利用に関する研究

自然地域の景観管理に関する研究

農林生態系における水・熱・物質循環

農林業における環境管理

森林一大気聞における熱・水・二酸化炭素交換過程

熱帯雨林生態系における気象等物理的環境要因の把握

森林流域における物質循環に関する研究

森林生産制御学研究室

森林社会学

森林資源の管理に関する研究

植物の分類と群落の生態に関する研究

群落の保全技術に関する研究

食用ならびに薬用キノコの生理特性や生産技術

森林の木材腐朽菌および菌根菌に関する研究

森林の生態的構造と成立環境に関する研究

森林の更新機構に関する研究

木材材質の評価と制御に関する研究

木質バイオマスの有効利用に関する研究

樹木成長の可塑性に関する研究

樹木成長と適応戦略

不成績造林地における育林技術の開発

樹木の水分通導に関する組織学的研究
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研 究 者 名

小)11 滋

" 
" 

酵 孝夫

" 

" 
大槻恭

" 
熊谷朝臣

" 
智和正明

飯田 繁

" 
井上 立日五

" 
大賀祥治

" 
岡野哲郎

" 
古賀信也

" 
団代直明

小林 フじ

" 
内海泰弘

(平成16年10月現在)
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B.担当授業科目一覧

平成15年度

t~ζ 1 業 科 目 当 補 助 者

・品ナ叫 部

森林生態圏管理学概論 (後期・集中) 小)11 滋 井上 ヨ日五 久米 篤

飯田 繁 醇 孝夫 田代直明

大賀祥治 内海泰弘

大槻恭一

古賀信也

森林水文・水資源学 (前期) 小)11 滋

大槻恭一

森林環境保全学 (後期) 小川| 滋

大槻恭一

北方圏森林管理学 (後期) 岡野哲郎 小林 フE

樹木学 (後期) 井上 晋

景観管理学 (後期) 酵 孝夫

森林資源管理学 (後期) 飯田 繁

大賀祥治

生態系の構造と機能 (後期) 井上 晋

全学教育科目 (前期・集中)

フィールド科学研究入門

物質循環フ。ログラム 小川 滋 醇 孝夫 久米 篤

大槻恭一

地域資源フ。ログラム 飯田 繁 井上 晋 内海泰弘

大賀祥治

古賀信自

北海道プログラム 岡野哲郎 田代直明 小林 プじ

大学院(修士)

流域環境制御学特論 (前期) 小)11 滋

流域景観生態学特論 (前期) 醇 孝夫

森林環境システム学特論 (後期) 大槻恭一

流域環境制御学演習第一 (通年) 小)11 滋 久米 篤

醇 孝夫 熊谷朝臣

大槻恭一

流域環境制御学演習第二 (通年) 小)11 滋 久米 篤

醇 孝夫 熊谷朝臣

大槻恭一

森林生産制御学特論 (前期) 大賀祥治

森林資源管理学特論 (前期) 井上 晋 田代直明 内海泰弘

岡野哲郎
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授 業 科 目 十旦 当 補 助 者

森林資源管理学特論 (前期) 飯田 繁

大賀祥治

森林社会学特論 (前期) 飯田 繁

森林生産制御学演習第一 (通年) 飯田 繁 田代直明

井上 豆日立 小林 フじ

大賀祥治 内海泰弘

岡野哲郎

古賀信也

森林生産制御学演習第二 (通年) 飯田 繁 田代直明

井上 晋 小林 フじ

大賀祥治 内海泰弘

岡野哲郎

古賀信也

森林生態圏管理学特別研究第一 (通年) 小)11 滋 井上 晋 久米 篤

飯田 繁 辞 孝夫 熊谷朝臣

大賀祥治 田代直明

大槻恭一 小林 プじ

岡野哲郎 内海泰弘

古賀信也

森林生態圏管理学特別研究第一 (通年) 小)11 滋 井上 王日区 久米 篤

飯田 繁 醇 孝夫 熊谷朝臣

大賀祥治 田代直明

大槻恭一 小林 フじ

岡野哲郎 内海泰弘

古賀信自

大学院(博士)

森林生態圏管理学講究 (通年) 小)11 滋 井上 エ日厄 久米 篤

飯田 繁 辞 孝夫 熊谷朝臣

大賀祥治 田代直明

大槻恭一 小林 ヌじ

岡野哲郎 内海泰弘

古賀信也

森林生態圏管理学講究演習 (通年) 小)11 滋 井上 晋 久米 篤

飯田 繁 辞 孝夫 熊谷朝臣

大槻恭一 田代直明

大賀祥治 小林 ブじ

岡野哲郎 内海泰弘

古賀信也
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C.指 導 論 文

平成15年度

学生氏名
学位 論文題 目 利演習林名用 担 当

(所属)

佐藤嘉展
博士

リタ一層を考慮、した森林地における降雨 福岡演習林 小)11 滋

(演習林森林環境学) 遮断過程の定量的

阿部正範
博士

シイタケ菌床への栄養分添加効果に関す 福岡演習林 飯田 繁

(森林生産制御学) る研究

井手淳一郎 森林小流域における窒素およびリンの流 福岡演習林 小)11 滋

(流域環境制御学)
修士

出負荷量の評価に関する研究

猿木重文 天然林の更新と植生構造にニホンジカと 宮崎演習林 飯田 繁

(森林生産制御学)
修士

スズタケが及ぼす影響

片山歩美
土壌物理性と樹木の水分動態について- 福岡演習林 小)11 滋

(流域環境制御学)
学士 九州大学福岡演習林マテパシイ林におけ

る事例-
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D.文部省科学研究費補助金および研究助成金の交付概況

平成15年度

研究種目 研究課題 [代表分担別 研究機関・職・氏名

(科学研究費)

基盤研究(A)(l)1 木造建造物文化財の修理用資材確保に 代表東大農教授 山本博

関する研究 分 担 九 大 農 助 教 授 古 賀 信也

抑制(1 )I i砂災害警戒吋ムのソフ l山 代表九大農教授小川 滋

する研究 分 担 九 大 農 助 教 授 大 槻恭

基盤研究但)ω|ゲノム情報に立脚 山 ギ 峨 木 | 代 表 山 大 助 教 授 高 田 克彦

材性質解析-遺伝子型及び生育環境効分担九大農助教授古賀信也
果の総合的解明に向けて-

某盤研究(日ω|東アジア域の水害生起左異常気象現象|代表京都大助教授賢 馨

の遠隔影響及び将来 予 測 に 関 す る 調 査 分 担 九 大 農 助 手 熊 谷 朝臣

研究

基盤研究(B)(2) I九州のヒノキ人工林流域における水・ 代 表 九 大 農 助 教 授 大 槻 恭

エネルギー・物質循環の定量化と公益 分担九大農教授小川 滋
的機能の解明 分担九大農助手久米 篤

某盤研究(B)(2) :熱帯林にお町デ日ム観測l 代表 総合地球環境学研究所 吉村充則

づく時空間炭素収支モデ、ルの開発 分担九大農助手熊谷朝 臣

基盤研究(C)(2)I立木段階山山雌予測モデル 代表九大農助教授 古賀信 也

の開発 分担九大農助手 内海泰弘

基盤研究側|産地の問ナラ類伽生態遺伝的|代表北大農教授 門松昌彦

変異 分担九大農助教授 岡野哲郎

分担九大農助手小林 フじ

若手研究(B) |樹木の生活史お崎新特性と樹冠形 代表九大農助手 田代直明

成の可塑性との関連性

(研究助成金等)

水利科学研究所 森林水文に関する研究 |代表九大農教授小川 i蕊

肘鉄鋼業環境保大陸から輸送されるエアロゾル中の804 I 代表 九大農助手 久米 篤

が屋久島の森林に及ぼす影響

エコグリーン研建設発生土粒状化処理土壌の造園分野代表 九大農助教授 醇 孝夫
労プし巴メヱミ玉、 での活用に関する研究

名島産業 建設汚泥再生土の利用拡大に関する研 代表九大農助教授醇 孝夫
庁プ昼L間

財ダム水源地環 湛水が常時満水位付近の植生に及ぼす 代表九大農助教授醇 孝夫

境整備センター 影響について
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研究種目 研究課題 代表・分担別 研究機関・職・氏名

電源開発技術セ 石炭灰造粒物の造園分野での活用に関 代表九大農助教授酵 孝夫

ンター する研究

科学技術振興機構 「水の循環系モデリングと利用システ 代表東大農教授鈴木雅

ム:熱帯モンスーンアジアにおける降 分担九大農助手熊谷朝臣
水変動が熱帯林の水循環・生態系に与

える影響」

畜産環境整備機構l家畜排世物処理コスト低減技術開発促 代表九大農教授飯田 繁

進事業 分担九大農助教授 大賀祥 治

福岡1STマッチン 木質系廃棄物由来ポリウレタン材料の|代表九大農助教授大賀祥治

グコーデ、ィネート 有用キノコ栽培菌床及び新規栽培技術

事業 の開発

農林水産研究高 ク ロ ア ワ ビ タ ケ 優 良交雑品種作出研究|代表九大農助教授大賀 祥治

度化事業

(槻ユニチカ | い に 関 す る 研 究 代表九大農助教授大賀祥治

(槻キュウサイ キノコに関する研究 代表九大農助教授 大賀祥治

開ホクト キノコに関する研究 代表九大農助教授大賀祥治



E.演習林利用状況

1 .固定試験地

平成15年度に新規に設定された固定試験地は，福岡演習林 3件，宮崎演習林 1件

a. 新規設定

(1 )福岡演習林

森林流域における水・熱・物質動態に関する研究

試験地 番号:F2003-001 

面積・小林班名:40ha( 1 7， 1 8， 1 9林班)

設 定 者:大槻恭一(森林資源科学部門流域環境制御学講座)

担 当 者:大槻恭一(森林資源科学部門流域環境制御学講座)

設定年月 :2003年10月1日

設定期限 :2008年9月30日
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目 的 ・ 概要:流域水循環に伴うエネルギーおよび物質の動態を長期モニタリングし，長期

生態研究の基盤を整備するとともに，ヒノキ人工林を主体とした森林流域に

おける水，熱，物質の動態を明らかにすることを目的とする.

落葉広葉樹林地における水循環過程の定量的評価に関する研究

試験地番号:F2003-002 

面積・小林班名:0.1ha(10林班ろ小班)

設 定 者:大槻恭一(森林資源科学部門流域環境制御学講座)

担 当 者:大槻恭一(森林資源科学部門流域環境制御学講座)

設 定年月:2003年9月1日

設 定期限:2005年3月31日

目 的 ・ 概要:森林の構造変化が，環境に与える影響を長期間にわたってモニタリングする

ことによって，水収支の長期変動を明らかにし，森林地における水循環過程

の定量的な評価方法を構築する.

斜面における埋土種子量と種組成の変化に関する研究

試 験地番号:F2003-003 

面 積・小林 班 名 :20(10 * 10m)ぱ(4・5・11・13-----19林班)

設 定 者:大村寛(森林資源科学部門森林機能制御学講座)

担 当 者:大村寛(森林資源科学部門森林機能制御学講座)

設定年月:2004年3月9日

設定期限:2005年3月31日

目 的 ・ 概要:斜面環境の相違によるシードバンク属にある埋士種子量と種組成の変化を調

査する.
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(2)宮崎演習林

獣食害地における植生の再生技術に関する環境物理学的研究
試験地番号:M2003-001 

面積・小林班 名:0.25ha(24林班よ小班)

設 定 者:小川滋(森林資源科学部門森林生態圏管理学講座)

担 当 者:熊谷朝臣(森林資源科学部門森林生態圏管理学講座)

設定年月:2003年9月1日

設 定 期 限 :2013年3月31日

目 的 ・ 概要:造林地における百木の獣食害は深刻な問題であり，その対処法としてはTS

b. 継続設定

(1 )福岡演習林

の使用が効果的である. しかし， TSの使用は樹木の生長を抑制することが

多い.そこで本研究では，その生長阻害要因を特定し，さらには，その阻害

要因を除去した新しいTSを開発することを目的とした.

ケヤキヒトスジワタムシの生態学的研究
試験 地番号:F2000-010 

面積・小林班名:ケヤキ15本(10林班ろ小班)

設 定 者:湯川淳一(生物資源開発管理学専攻動物昆虫学講座昆虫学分野)

担 当 者:湯川淳一(生物資源開発管理学専攻動物見虫学講座昆虫学分野)

設定年月:2003年4月1日

設定期限:2004年3月31日

目 的 ・ 概要:ゴール形成性アブラムシであるケヤキヒトスジワタムシのケヤキ・ササ問で

の寄主交替時期を明らかにすることで，一次寄主であるケヤキ上での本種の

鮮化時期との同時性の機構を解明する.また，ササ上での生態についても考

察する.

ケヤキヒトスジワタムシの天敵について
試験地番号:F2000-011 

面積・小林班名:約220rrf(10林班い・ろ小班)

設 定 者:湯川淳一(生物資源開発管理学専攻動物昆虫学講座昆虫学分野)

担 当 者:湯川淳一(生物資源開発管理学専攻動物昆虫学講座昆虫学分野)

設定年月:2003年4月1日

設定期限:2004年3月31日

目 的 ・ 概要:ケヤキヒトスジワタムシは，夏に一次寄主であるケヤキから二次寄主である

ササに飛来し，その根で単為生殖を繰り返す.申請者らは，本種のササ上で

の天敵相について調査し，本種の生存に与える天敵の影響について考察する.

調査方法は，現地での直接観察および，スウィーピング，少量のササの採集

を行う.なお，調査対象とするササの群落は，杭を打ち， トラロープで周囲

を囲うことにする.



ケヤキヒトスジワタムシと寄主植物との同時性について
試験地番号:F2000-012 

面積・小林班名:240rrf(10林班ろ小班)

設 定 者:湯川淳一(生物資源開発管理学専攻動物昆虫学講座昆虫学分野)

担 当 者:湯川l淳一(生物資源開発管理学専攻動物見虫学講座昆虫学分野)

設定年月 :2003年4月1日

設定 期限:2004年3月31日
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目 的 ・ 概要:虫こぶ形成性アブラムシであるケヤキヒトスジワタムシは，一次寄主である

ケヤキと二次寄主であるササ間で寄主交替を行うことにより，生活史を完結

する.これらの寄主交替時期を定期的な直接観察及び粘着トラップを用いて

調査することで，一次寄主であるケヤキ上での本種の解化時期とケヤキの開

葉時期との同時性の機構を解明する.また ササ上での生態に関しても考察

する.なお調査対象とするササの群落は，杭を打ち， トラロープで周囲を囲

うことにする.

福岡演習林内の広葉樹林のLAIに関する研究
試験 地番号:2002-010 

面積・小林班名:リタートラップを6個/プロット

設 定 者:吉田茂二郎(森林資源科学部門)

担 当 者:吉田茂二郎(森林資源科学部門)

設定 年月:2002年9月1日

設定 期限:2003年9月30日

目 的 ・ 概要:森林の動態を正確に把握することが，森林管理には必要である.本研究は，

(2) 早良実習場

対象林内の代表的な森林にリタートラップを設定し，それらを定期的・継続

的に調査を行うことで 対象森林全体のLAI現存量と同変化量を正確に把握

し，演習林全体のLAIの把握を行うことを目的としている.

海岸性マツ林における選移過程と広葉樹種の更新特性
試験地番号:82000-001 

面積・小林班名:1200rrf(1林班ち小班)

設 定 者:白石進(森林資源科学部門造林学分野)

担 当 者:作田耕太郎(森林資源科学部門造林学分野)

設 定 年月:2003年4月1日

設定 期限:2008年3月31日

目 的 ・ 概要:本研究は衰退傾向にある海岸性マツ林の将来の動態予測と適切な管理手法を

模索し，開発することを目的とし，林分の遷移過程，特に林床に侵入した広

葉樹種群の分布，動態および生理特性の種特性について明らかにする.
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c.廃止

(1 )福岡演習林

山菜栽培試験地
試験 地 番号:F 1990-002 

面積・小林班名:0.51ha(14林班る小班)

設 定 者:大賀祥治(演習林)

担 当 者:大賀祥治(演習林)

終了・廃止時期:2004年3月31日

森林水文試験地(1 ) 
試験 地 番号:F 1986-001 

面積・小林 班名:13林班

設 定 者:井倉洋二(鹿児島大学)

担 当 者:井倉洋二(鹿児島大学)

終了・廃止時期:2004年3月24日

森林水文試験地(11)
試験 地番号:F 1986-002 

面 積・小林班名:24.16ha(13・14・15・16・17・18・19林班)

設 定 者:井倉洋二(鹿児島大学)

担 当 者:井倉洋二(鹿児島大学)

終了・廃止時期:2004年3月24日

(2) 宮崎演習林

レンゲツツジ群落保全試験地
試験 地 番号:M1976-002 

面積・小林班名:1.40ha(24林班り 2・り 3小班)

設 定 者:井上晋(演習林)

担 当 者:井上晋(演習林)

終了・廃止時期:2004年3月31日

林道の逸散土堆積斜面の植生回復試験区
試験 地 番号:M1977-002 

面積・小林班名:34林班， 35林班， 36林班

設 定 者:井上晋(演習林)

担 当 者:井上晋(演習林)

終了・廃止時期:2004年3月31日



林道の逸散土堆積斜面の安定化に関する研究
試験地番号:M1977-003 

面積・小林班名:35林班

設 定 者:井上晋(演習林)

担 当 者:井上晋(演習林)

終了・廃止時期:2004年3月31日

天然生針広混交林動態試験地(1 ) 
試験地番号:M1984-002 

面積・小林班名:0.21ha (35林班た小班)

設 定 者:井上晋(演習林)

担 当 者:井上晋(演習林)

終了・廃止時期:2004年3月31日

フウ特用林産試験地
試験地番号:M1982-001 

面積・小林班名:0.13ha (20林班る小班)

設 定 者:大賀祥治(演習林)

担 当 者:大賀祥治(演習林)

終了・廃止時期:2004年3月31日

イチョウ人工植栽特用林産試験地
試験地番号:M1982-003 

面積・小林班名:0.36ha (22林班ち2小班)

設 定 者:大賀祥治(演習林)

担 当 者:大賀祥治(演習林)

終了・廃止時期:2004年3月31日

ゼンマイ栽培特用林産試験地
試験 地 番号:M1980-004 

面積・小林班名:0.05ha (24林班ぬ小班)

設 定 者:大賀祥治(演習林)

担 当 者:大賀祥治(演習林)

終了・廃止時期:2004年3月31日

(3)北海道演習林

北方草原植物群落の保全試験区

試験地 番号:H1979-001 

面積・小林班名:1.32ha (7林班む小班)

設 定 者:井上晋(演習林)

担 当 者:井上晋(演習林)

終了・廃止時期:2004年3月31日

33 
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2.研究教育用資材およびデータの提供

目 的 場 所 資材・データ 利用者(所属)

津山教育科学博物館の小学校向けの 福岡演習林 「森林生態系 堤宗之

学習プログラム における栄養 岡山県北マルチメディア

段階」の図 研究会

ヒノキ晩材仮道管 S2層のMFAの 福岡演習林 小田一幸

樹高方市]における変動
ヒノキ3本、根

生物資源環境科学府
キオ

シイタケ栽培の安定化に関する研究 福岡演習林 スギ・ヒノキ 大賀祥治

の間伐材25本 九州大学大学院農学研究院

農業生産総合対策事業における耐候 宮崎演習林 気象データ 椎葉今朝志

性ハウス実証試験 椎葉村農業振興課

スギの心材色に関する研究 宮崎演習林 スギ 直 径30内海泰弘

crn 2本 農学部附属宮崎演習林

スギの心材色に関する研究 宮崎演習林 スギ 直 径30内海泰弘

crn 4本 農学部附属宮崎演習林

列状間伐による樹木の偏心成長に関 宮崎演習林 スギ 4本 吉田茂二郎

する研究 九州大学大学院農学研究院



35 

3.演習林利用による研究成果

平成15年度

利用演習林名 著者 名 ミ日間ム 51:. 名 己主 名
巻・号 頁 年 所 l議 備考
l昼l

北海道演習林

MIYi日EnooImtd位gsda O叫dadKSahaM，nYEoL! ， ， ! 

Modelling basic wood properties of Proc. of the IA WSP 2 970-976 2003 九州大学・農

Japanese larch (Larix kaempferi) and 2003 Intemational 学研究院・森

integration with a stand level growth conference on forest 林資源、科学部

simulator. 
products 

門・森林生産

T 制御学講座

YiMiaimn剖OldatRsda OuiaddK，aaahS，，n在つYS o。? ! 
lWmevooedol ed gl1rp11o1rg woptah enrd tsliemlns utoelf gatmJoaurp. oan neWse Itlh ara ch stand 

Proc. of IUFRO 8.5 553← 561 2004 

林制九学円研州資御源余大究学林学院科講学ヰ農部腿議産
02 Fourth workshop 

T 

小岡凶 林代野 郎輔R正ljH l 

九州大け学北海道演ゾ習林の北木斜面光合と成南斜活性I討 日林北支論 52 75-77 
道九演州習大林学北海

におるアカエマツ苗の

厨作凶耕J直大ι斥4 太

小嗣同lド林野治井 特清武 J郎弘1E 4 
根九株州腐大朽学木北海の道経年演習変林動におけるカラマツ 第会1学15術lET講l円演本集林学会大 739 2004 道九演州習大林学北海

同里子哲郎 足寄自然探訪(25)アキタブキ 広報あしよろ 601 11 2003 

林九学制門御州研資学大究源森講院科林芋座学生・農森部産

小林 71: 足寄自然探訪(26)オヒョウ 広報あしよろ 603 23 2003 

九学林制門御州研資学大究源泰講学院科林座宇什農森部産

岡野哲郎 足寄自然探訪(27)サトキマダラヒカゲ 広報あしよろ 605 23 2003 

林九学制門御州研資・学源大究話集講学院科林座学I~ 農森部産
ノj、林 ヌE 足寄自然探訪(28)シラカンパ jム幸Hあしょろ 607 15 2003 

林学門制九御研州資学源木究森講学院科林座学生・。農森部産

ノl、林 7C 足寄自然探訪(29)イチイ 広報あしょろ 609 11 2004 

林制九学門御研州資苧源家大究講科林学院路学r・・i部農森j烹

ノト林 7G 足寄自然探訪(30)エゾ、エンゴサク 広報あしょろ 611 13 2004 

制学林l九I~ 御州研資学森大究源講科林学院陣学f・l農森部産

SFUFOa1uthISmXjtIiUJakaEvdm aY1aw1YlaY J 氏!，S 、

Seasonal and pf ereIII1lai cl hthae ngsaes t In the Plant Physiology 131 1826ー 2003 
distribution of water in the sapwood of 1833 
conifers in a subfrigid zone 

oYKTedε4しm叫hmza血s凶wYaYK!M， ， ， 
Dnln lapempaosan tgee ym ecBaHoueosreIkBd kisab)iy adt oSI，a kna yoodrtuehenr eg r(n ClaeJrWcah p11as5 tn and 

Eurasian J. For. Res 6・2 111-115 2003 北学研海究道科大学農

OhKgaano ，S ， 
Okano， T. 

田畑倫子 北再海検道討に自ノ!ーするヤマナラシ類の分類的 平学成農1学5年部度卒北業海論道文大 2004 北学海部道大学農

宮崎演有林 井古 賀上 f昌 也晋 椎葉の樹木(6)ヤマザ、クフ jよ報しし、ば 594 18 2003 

外制学円Jl御州研資学源余大究講科学院体陪宇4ー農森部産
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利用演習林名 著者名 三日辺間、 X会 名 Ii.心k 名
容 -Z

頁 年 所 属 備考
凶

古井賀上信也晋 椎葉の樹木(7)ツクシアケボノツツジ 広報しいば 595 18 2003 

体門制九手御州研資学大源森究識学院科体雌学生農森部保

井古賀上信也普
椎葉の樹木(8)ヒメシャラ 広報しし、ば 596 16 2003 

学株制九門御州研資学大究源森訴守院科林庄学坐員森部売

古弁賀上信也普
椎葉の樹木(9)ヤマボウシ jム干Rしし、ば 597 16 2003 

林九門制詐御州研賢学狐森大究講学院科林座学倒農余部産

古井賀上信 也背
椎葉の樹木(10)ネムノキ. 広報しいば 598 16 2003 

林制九門芋御研州資学源大究森講学院科林雌学生・・部農森産

古弁賀上信也普
椎葉の樹木(11)クリ 広報しいば 599 20 2003 

学林制九門御州研資学源森大究議院科林学席学q・部農森夜

井古賀上信也晋
椎葉の樹木(12)コハウチワカエデ 広報しし、ば 600 20 2003 

学持制門九御州研資・学源倉大究講学院科林座学作・森農部院

井古賀上信也野 椎葉の樹木(13)イタヤカエデ 広幸日しし、ば 601 24 2003 

学持九門制御州研資学源森大究講院林学科陪学生農森部産

古井賀上信也晋
椎葉の樹木(J4)カマツカ jム報しし、ば 602 18 2003 

制林門九予御州研資学大源森究講体院科学j長作宇一成会部が

井古賀上信也書
椎葉の樹木(15)ヒメコマツ(ゴ、ヨウマツ) J1~報しし、ば 603 18 2003 

学九体門制御州研資宇大究源森講学院件科j半宇付・・t農森部F子二

古井賀上信也晋
椎葉の樹木(Jωアカマツ(メマツ) 広報しいば 603 20 2003 

学林門制九御州研資字大究担蕊医詰学院科体j県学生・・農森部産

古井賀上信也晋
椎葉の樹木(17)ツバキ 広報しし、ば 603 18 2003 

学林門制九御州研資?火a蕊究t諮院科林学J学学生-ー余部H住E 

j宗本童 文 天然ズ林タの更新lとま槌す/十構響造にニホンジカと 科平成学1専5年攻度修森士林論資文源 2004 

学林門制九御州研資学源大究蕊講学院科林陣学f・・t農余部産
ス ケが及 影

k?aG fanamd n J BltnaM血ez!h!TY1 1 Channel beord on m ain dOja uyssattmbeeLeI p nCthrs eeafeodklw，lKoawtyeiur nsg sheumt， uanjogr -
Geomorphology 61 ln press 2004 マ学ツコーリー

大 (オース
aJFagigpnIadBn idnag tf I トラリア)

p E乱GEfan1sd VJ a11HL tanMneLxte， Tyヲ1 Pddiiasstpttuemlr3bi1ao5 nn 0cf efo，slOeldoyiwmabienu ng t Ctsryleupeg hko，torKan ynIusnlsadhtuuico， en d and 
Earth Smface 29・1 59-76 2004 マ学ツコーリー
Processes and 大 (オース
Landforms トラリア)

Japan 

丸谷知l己 森林:と自然災害 森林サイエンス 73-83 2003 信州大学

kMG aaMas1J a14Bh tariMEeUd1e! Ty， ， CaFghiganIndBnldneag l tbfieord on m ain dOja uyssattmbeeu ep nCthrs eeafeodklw，loKawtyemursg sheumt， tainjogr : 
Proc. Int.Workshop 49-62 2003 マFツ一L子 コーリ-
Source-t-Sink 大 (オース

SDCeaytitnmcahremylrIletCnas t rin y SEal巴
トラリア)

Japan 
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利用演習林名 著者 名 論 文 名 誌 名
巻・号

頁 年 所 属 備考
|可

MkMaG IaIamd sJ matRaL tn1EMeiEfIi1el ! y 113 

Relaxat10Iland sensitivltJy a of steep Proc. Int.Workshop 63-70 2003 信州大学
sedimentary cascades in Japan 80 urce-t-8ink 

SDCeaydtnicmahmmenimtcas t Il3n S? cale 

金勲、 雨山地源影を流響用域で、の細方粒式土砂生産に士サ、lする降リ 砂防学会誌 55・5 11-21 2003 信州大学

今丸季 井谷 美知1青己 の 一沈殿十余 による簡易ンプ
ング いた 討 一

小矢椎井 泉部集上 恒成 透品五普

距離標本法によるニホンジカの密度推定 九州森林研究 57 131-134 2004 
森所九林州総、|支合所研究

遠矢小 藤部泉 恒 透晃品
機内アンテナ時と点ハンドヘルドGPSによる 九州森林研究 57 251-252 2004 

森所九林州総支合所研究
ニホンシカの 空トラッキング

矢小部泉恒透品 様九州式中央山地におけるニホンジカの移動

部慎日本第物5間会会州陶ClJ学大)L会州会本第誹九文州部ぺ4日高8文本第態F要'" 

42 2003 
森所九林州総文合所研究

S? 集1会AP寸L f大九T 。け

学大 合同地大会区
ヒ日二

矢小部泉恒透品 九ジ州カ大の学定宮住崎お演よ習び林移周動辺におけるニホン 2理経00学表3年会(森講横林手演7林ノ要1:態)旨研集岡管究
27-28 2003 

森所林九州総文合所研究

矢小部泉恒透品 九州中央山地におげるニホンジカのスボッ
研OjL成究1所4年九度州森支林所総年合報 15 35 2003 

森所林九州総支合所研究
トライ センサス

矢小部泉恒透品 九州の生息地におけるニホンジカの行動 九州、iの森と林業 65 1-3 2003 
森所九林州総支合所研究

松松小南 水村側刊 順浩 符さ史叶与

スギ黒心材におけるカリウム分布 九州森林研究 57 289-292 2004 

境拙佐九院半分州能木生科野質大物学開府学資発資源森源大学学環科林選

松松<D本永同J'浩順 智史
スギ黒心材のカリウム分布と柔細胞 大円4会，;林学会九州支部 2003 

境機座院学九分州科能生水野物大苧質開肘学資発資源狐大森学ヴ環林講科
小同会 幸

冨岡 智 スギ黒心材におけるカリウム分布と柔細
科平成学表1コ5年ー度ス集地ボ球業森論林文

13-14 2004 

機版九院境学木分州乍科能野物学質大側学肘先資資源大源森学字環林識科

月包

絡会要旨

福岡演習林

久安鹿人小 米瀬槻川岡 庭茂恭 篤樹滋了

マアパシイ樹冠におけるl枚の葉の代表性 第ノ、114[1l[日木林学会大 124 2003 

学院科九州学院ー部大農森門ヤ学林研資大究源について

小問 林代直元明
スギ樹冠における集齢別窒素含量の季節 森林立地学会誌 45・2 99-102 2003 道九演州習大林学北海
変動

/宋醇、比¥ 

在1大t雄任夫
廃樹棄木物市木系素の材生育を用いた梢栽基盤における 集部日本大造会研国学究会事例九州報支告

11 36-37 2003 演 習 ネ本

辻官 i彰静 化 AFLP法による九州産リュウキンカの識 DNA 12 93-94 2003 主主 ヨl寸ヨ 中本
日IJ POL YMORPHISM 

4醇池h 河問 孝典 持昭夫I 
学術集会抄録集

ン俳金朴kド FR イ私大錫孝十l低行雄刷)2 

開1:壌発動物充填調査土のための特土性展トラップ法の 九州森林研究 57 113-116 2004 演 習 林
-'iftFiH変と誘因 ー

米昨4bll11 花孝句jに雄託行夫

根株移梢した移楠2年後の生育状況につ 部日本退;会i22同学会九州支 11 38-39 2003 f.fi1 習 林
いて
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利用演習林名 著者名 三日壬4間3、 文 名 誌 名 巻・号
頁 午 所 属 備考

回

佐藤嘉 展 遮リ断タ一過層程をの考定慮量的し評た森価林に地関すにおる研け究る降雨 平生成物15年源度環境九州科大学学府 85 2003 演 習 林

博士論資文

佐大 藤槻)11 恭嘉 展一
遮ス断ギ林量おの推よび定マテパシイ林におけるリター 九州左大仁ヒゴ学農学部演習 84 1-20 2003 演 ヨ臼刃 林

林報
小滋

件久大小 藤米槻川 嘉恭 辰篤滋

スギ林とマテパシイ林における雨水配分 第ヨJミ三、114回日本林学会大 600 2003 1寅 ユ丘ヨ1 手本
特性の比較

佐久大小 藤米槻川 嘉恭 展篤滋
樹に冠及構ぼす造の違響冠いがー樹ス冠ギ林通過とマ雨の分布シ特イ性林

7.k文・水資源、学会誌 16・6 605-617 2003 演 ヨ白ヨ 中本

における影樹 通過雨特性の比テ較ーパ

佐大 藤槻)11 嘉恭 展一
推常緑定樹林地におけるリター遮断損失量の 7.1<文・水資源学会誌 16・6 644-655 2003 J貨 ヨ臼ヨ 林

小 滋

佐久大小 藤槻川米 嘉恭 腿滋篤
樹常緑林針の葉樹樹冠林部に・お常緑け広る葉雨樹水林配分・落特性葉広葉 2003年度学 森演林生態 19-20 2003 演 習 十本

園管ププロし理 JコLミ( 習林)
研発表

Ide， J R unoff nutrients from an abandoned IUGG2003， Sapporo B340 2003 九州大学生
Nagafuchi，O artIficial forest of ICm haemveanetcs ypans Japan 物資源環境科

K1t1SrIIllek，i A Obtusa during storm events 学府森林資
Otsuki， K 源科学専攻
and Ogawa， 森林生態園管
S 理 学 講 座 流

研域究環室境制御学

Ide， J Runoff nutrients from an Afforested 7th Intemational CD 5-30ー 2003 九州大学生
Nagafuchi，O watershed of Chamaecyparis Obtusa Conference Diffuse 5-34 

物科府林資十字源生守環態森攻境林圏科資Kt11sIIulek，i A during rain events Pollution and Basin 
Otsuki， K Management 

f源森EF理学講座 管流and Ogawa， 
S 

域研究環室境制御学

井手淳一郎 森出負林荷小流量域に価おけ関る窒す素およびリンの流 科平成学1専5年攻修度森土林論資文源 2004 

物学源森域研理九科州府環究資村学ド学室源生境入講専学環森態座制攻境御林岡科資管流学外

の評に る研究

井永久大小手淵米概)11持恭 修郎篤滋

ヒノキ言人平工林小流域から流出する懸濁態
二第ぷ日斗3Zーr「8Jコ回hス日本水環境学

2004 

九府科州林資学源大生専学環態余攻境特圏生
リンの価について 物 科資

学段森、林 隆|管

研域理究学環室境講座制御学流

片山歩美 土壌州事物例大理学性福と樹演木習林の水マ分場j態についてー 平農成学1部5年卒度業論九州文大学 2004 九州大学福岡

九る 岡 テバシイ林におけ 演習林

大賀祥治 担子菌の子実体発生と制御 木材学会誌 49・4 239-246 2003 演 ヨ臼刃 林

lkoStaohhIYzgもxc3ah1ce，e，sEzD!L J WJE ， ， 
Y1(回v0a10戸bEndaMUtouu，mcTmstmbmeuuin mbs 旬otruag of woPom nlmmEd g)m盟ganEtma凶dnvSd ωn11FtomPimnIuesre mm町tomnhta凶egmat ss 

Bio問 sourceTechnol 91 85-91 2003 アメリカ，ぺ
ンシノレベニア
大学

人 位部許 祥止 治範弘夫
食物用質きのこの菌糸成長に及ぼす核酸関連 日本きのこ学会誌 11・3 119-122 2003 演 刃目:耳 本本

の影響
i寺員i可 下勝降

飯大阿 賀部田 祥正 範繁治
きのこ3菌9J床栽培におけるワカメ乾燥粉末 日本きのこ学会誌 11・3 113-118 2003 演 習 林
の添加果

飯大阿慎 部許賀山 勝祥正 範繁治弘

のシ添イ加タ効ケ果菌床栽培における核酸関連物質 日本きのこ学会誌 11・3 107-112 2003 演 耳日.'l 林
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利用演習林名 著者 名 "出問 文 字1 己j主 4'， 
巻・号

頁 年 所 属 備考InJ 

大賀祥治 キノコを失11ろう・キノコに学ぼう・キノ ?イ?ンタラクテRィOブM学 2003 演 習 オキ
コと暮らそう ソフトCD-

Ohga，8 Effect of electreidc iibmle pIuIlluse sh0r1o 1fI111t body Proceedings of The 2003 J質 ヨ臼刃 イホ
production of edible mushrooms 4th Intemational 

SHyomdpz0o5n11o1m f on New 
n of 

Bioscience in Forest 
Products Field 

大賀 祥治 きのこ学の未来 凶輪 2003 J寅 習 林

阿部」正範 シイタケ曲1末への栄養分添加効果に悶す
ギ生)物Jえ1資三口丘問5、源年度環境九州科大学府学

2004 演 1.~~ 林
る研究

|寺上 x 

Uechi， N 
Egc11mc c ecsmit dos aogAlmtρsyan p l1 and taxommdcstull胎 ofthe 

2003 

九州生科源4F攻大物学開資附学大学環物hildaoatdleo1)1n ，yWllaIt(h Dsippetcei1e2a: l reference to 
院境tて資t許 発源生管mematlOn 

U echi， N .and 
Thesame501i at esp)oeof cn gleatshll (e DInsladpmutece 1e22d h・obsy t dlfferent 

議第221"1間際昆虫学会 院九農州学大研学究大院学Yukawa， J 
aACneEd dphdspooermlcdyieyls llida a orem 

[jechl，N J ， 

FtY巳1h2UlncSpdHmamnEryg b主o関1f(Dnalpn p付taadndgBlLI(Io刈立n1aM1dlogwreyl，lyrAlMllSdI Pahheo) o dof 
AarPxl PIled EI1toluolgy 院九農州学大研学究大院学Yukawa， ndylia Zoology 

and m 
Usuba，8 

Katsuda， T 
iE(Hncsoyeclmotges niocon apl tQset1m11eIdI:UlCes lyS onSlf PpEgldCaIalel esw)(aFanasd gpns acsesaoee) lated 

2003 

九源州科専生攻物学樹大学術資源大生環学物

院境官学 発?を斜

Taknaad ktaSJLyId1o1anshi， ci hi 
Gall Wasps (Hymenoptera: Cypidae) in Esakia 44 111-133 2004 

院九農州学大研学究大院学Kyushu 

Yukawa 

緒久保ノら木 謙j・t す単位る時間調:在法は調査者の熟練度に関係 大FI.1会i昆、厚虫木学会第631"1 2003 九州学大学究熱帯
カミ 農研セン

ター

Kuboki， Y Comparative study of sampling-protocols 4th ANeT Workshop， 2003 九州学大学究熱帯
Bangkok 農研セン

ター

O SMTuasaggaeaEhd Kwaa1An，1九SYYS ， I ， 

TfoInrensst fcearnoof p7y Boef 210Pb，and 210Po in a Joumalof 255・3 449-454 2003 九州大学プア合イ
Japanese Ceder RadloanalCy1t1iecIaIll lst ソトー総

N uclear Chemistrγ センター

Inokura， Y.， 

福永大介 ヒノキ根材を用いた幹材の82MFAの J'iJllJ
科表ギf会学&要1専5年攻旨集度修森上林論資文三源覧

25-28 2004 

境機座院学九科能分州生水野物学開質大肘学発賢資源余乍源大環持科学講

可能性

荒木美智子 軟変X線に察よるユーカリ材密度の放射}j向 平科成学表1コ5年ー度ス地球業森論林文
12-28 2004 

境機版院学九分州科生能木野物大学質開府宇資発資淑宇源大蕊学環体科講

場jの観
浴 会要旨集水

松本祐 樹 人L構造物がic%imの流況に及ぼす影響
ユ科ド成表学1コ5年ー度ス集地ホ球業森論林文

39-40 2003 森林保全学

ノX)<じ ノ士、三、可室町昔巨百壬

早良実習所
馬大堤 長場 伸光82純広二

平成15年度松くい虫発ノ1:1'察調企
半林年成林報1業5年技度術悩セ両ン県タ森一 2004 

福研業技究岡体部県子セ森ン林タ林ー

作間耕太郎 広葉る樹林の混碓交が進行体した海岸マツ林にお 第1141riJFI木林学会 114 523 2003 
院九農州学大研学究大院学

け 床の樹伊l群集
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4.学生実習

平成15年度

実習名 期間 H数 講座名 担当教官 ι芳野υ 所 メ寸i二lー与 生

北方国森林管理学 9. 8 ~ 9.13 6 Fl 演 習 林 |剖野哲朗外 1名 北海道演習林
地球森林科学

3年生 31名
コース

森林資源管理学特論 7. 22~ 7.25 4円 演 習 林 井上 背外 1名 宮崎演習林
森林資源科学

修士 14名
専 攻

森林計画学実習 9. 22~ 9.26 5 fl 森林計画学 六回茂:郎外 3名 宮崎演習林
地球森林科学

3年生 33名
コース

森林工学実習 9. 29~10. 1 3 Fl 森林保全学 久保田哲也外 2名 福岡演習林
地球森林科学

3年生 14名
コース

ごA丘tコ二 林 一rー、、→→ r r犬よー・ 習 2. 23~ 2.27 5 Fl A ttU と 林 メ寸江こー， よ三泉幸 一郎外 2名 福|品l演習林
地球森林科学

2年生 35名
コース

森林防災学実習 3.1~3.4 4円 森林保全学 大村 寛外 1名 福岡演習林
地球森林科学

3年生 11名
コ 一 ス

フィールド科学研究入門

(全学教育科目)

物質循環プログラム 8. 25~ 8.29 5 Fl 演 習 林 大槻恭一外4名 福岡演習林 l.2年 30名

地域資源、プログラム 8. 25~ 8.29 5 Fl 演 習 林 古賀(昌也外4名 宮崎演習林 l.2年 20名

北海道プログラム 9. 22~ 9.26 6 Fl 演 習 林 |吋野哲朗外 3名 北海道演習林 l.2年 25名

5.利用者数

平成15年度

九 州、| 大 ρ十4 
他 大学

地球森林 森林生態圏 他研究院 お よ び 林業関係
一般

計
(見学等)

科学コース 管理学 部門等 研究機関

福岡演習林 292 333 571 331 3 2604 4134 

早良実習場 67 182 9 56 210 2943 3467 

宮崎演習 林 193 492 271 374 30 510 1870 

北 海 道 演 習林 275 74 218 212 41 967 1787 

計 827 1081 1069 973 284 7024 11258 

※延人数で記載
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F.森林生態圏管理学(演習林)研究発表会

標記の研究発表会が2003年6月12日に演習林講義室で開催された.この研究発表会は大型野外実

験施設である演習林を利用した研究成果の公表による研究の活性化L 異分野の研究者による共同

研究の推進を主目的としてる.今年度は21件の発表， 50名の参加者があった.発表題目と発表者は

以下に示すとおりである.

1. 演習林の現場に携わって

椎葉康喜 九州大学農学部附属演習林宮崎演習林

2. 国産樹木抽出物のメラニン生成抑制効果

福永晶子・清水邦義・近藤隆一郎 九州大学生物資源環境科学府森林資源科学専攻森林圏環

境資源科学講座

3. ニセアカシア4CL遺伝子の単離と発現特性

西口朋子1・西田友昭2・堤 祐司3・近藤隆一郎3 1九大院生資環・ 2静大農・ 3九大院農

4. 菌床シイタケ栽培におけるかき殻燥粉末の添加効果

阿部 正範・飯田 繁・大賀祥治 生物資源環境科学府森林資源科学専攻森林生産制御学分野

5. 流域生態圏における水・熱・物質循環の長期変動モニタリングと広域比較研究

大槻恭一・久米篤・小川 滋九州大学農学部附属演習林

6. ヒノキ人工林流域における降水量・流出量・土壌水分の季節変化

東智洋・井手淳一郎・大槻恭一・久米篤・小川| 滋流域環境制御学

7. ヒノキ人工林小流域における栄養塩収支について

井手淳一郎・東智洋・久米篤・大槻恭一・小川 滋・永淵修九州大学生物資源環境科

学府森林資源科学専攻

8. 常縁針葉樹林・常緑広葉樹林・落葉広葉樹林の樹冠部における雨水配分特性

佐藤嘉展・久米篤・大槻恭一・小川 滋流域環境制御学研究室

9. 写真撮影による樹木着葉量の計測方法

壁村勇二・岡野哲郎・小林 元 農学部附属演習林北海道演習林・農学研究院森林資源科学部

門森林生態圏管理学講座

10. 短波帯FM-CWレーダーシステム構築による新しい電離層観測手法の開発研究

吉川|顕正・新原俊樹・湯元清文 理学研究院地球惑星科学部門

11. 宮崎演習林におけるニホンジカに対するスポットライトカウントの適用

小泉 透1・矢部恒品1・椎葉康喜2・井上 晋2 1森林総合研究所九州支所・ 2九州大学農

学部附属演習林

ロ. 九州大学宮崎演習林周辺におけるニホンジカの定住および移動

矢部恒晶・小泉透森林総合研究所九州支所

13. 宮崎演習林(三方岳団地及び津野岳団地)における野生シカが森林植生に及ぼす影響

猿木重文・井上 晋・椎葉康喜・長津久視・大崎繁 九州大学大学院生物資源環境科学府

森林資源科学専攻森林生産制御学研究室・九州大学宮崎演習林

14. サンゴ、ジュにおける水分通導様式

内海泰弘・安岡恵子・虞瀬茂樹・久米 篤 九州大学大学院農学研究院森林資源科学科森林

生態圏管理学講座

15. コウヤマキ造林木の成長経過

長津久視・久保田勝義・椎葉康喜・大崎 繁 九州大学農学部附属演習林宮崎演習林
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16. 九州大学北海道演習林の北斜面と南斜面におけるアカエゾマツ苗木の成長と枯死

小林 元1・岡野哲郎1・田代直明1・作田耕太郎2・扇 大輔1・井上幸子 1九大演・ 2九

大造林

17. 水循環の変化が促進するアカマツ二次林の遷移

久米篤・佐藤嘉展・芳賀弘和 九大福岡演習林

18. 福岡県におけるハンノキ群落の分布と生育立地

六回宗一郎・須田隆一・酵孝夫 九州大学農学部附属演習林

19. 廃棄物系素材を用いた植栽基盤における樹木苗木の生育

金大雄・ソンゼ、ェタク・醇孝夫九州大学農学部附属演習林

20. 根株移植した樹木の移植2年後の生育状況について

ソンゼ、ェタク・酵孝夫・金大雄・上田智行 九州大学農学部附属演習林

21. 希少植物に対する韓国大学生の認識に関する調査

チョ 瀞化・醇孝夫・須田隆一 九州大学農学部附属演習林



G.演習林気象年報

平成15年

メヌー1ー 温 H気温 地

月
の

H最高 円最高 円最低 H最低
月(9平時均) 

月平均 極値 月平均 極値
O.lm 0.2m 0.3m 

。C ℃ 。C 。C ℃ 。C 。C 。C

1 -1. 8 3.8 18.2 -26. 7 10.5 O. 1 O. 9 

2 0.5 4.9 16.5 23. 1 8.4 0.2 O. 8 

3 4. 1 13.4 -9.4 -19.6 2.5 0.4 O. 7 

4 13.4 23. 3 0.8 9. 3 6.0 2. 1 1.4 

5 18.8 28.4 4. 1 -3. 1 11. 0 11. 6 9.0 

6 22. 2 29.9 9. 7 1.3 15.6 17.5 14. 8 

7 20. 7 25.5 11. 4 7. 1 15.4 18.3 16.4 

8 23. 3 31. 1 15. 1 9.6 18.6 20.4 19. 0 

9 20. 6 29. 1 9. 7 2. 1 14.6 17. 4 17.1 

10 15.8 21. 0 2. 6 1.7 8. 7 11. 6 12.5 

11 9.5 21. 5 3. 3 10.3 2.5 5.0 6. 7 

12 1.8 7. 6 10.6 -19.8 4.5 1.7 3. 0 

総計 147.9 6. 2 66.5 106. 2 102.3 

年平均 12.3 0.5 5.5 8.9 8. 5 

一一注1)1年ノk量の械で， 1・2・12月は積雪量を上段に( )書きとした。
注2)2月の降;Jく量は，転倒弁が凍結したため観測不能となった。

i1iit 

0.5m 1.0m 

。C 。C

降ノk量

蒸発量
月合計 日最大

(67.0) (52.0) 

51. 0 43.5 

(15.5) (3.5) 

23.0 13.0 

32.0 11. 0 

17.5 14.0 

64.5 22.0 

82.0 42.0 

※ 
9.0 

202.5 

79.5 30. 0 

54.0 23.0 

40.5 18.0 

(81. 0) (36.0) 
15.5 7.0 

662.0 O. 0 

O. 0 

注3)8月の台風10号ーの際には，転倒弁に!垣芥が詰まり観測できなかったため愛冠山畑のデータを使用した。

平成15年

F〉《マL f且 地 J且 降ノk量
日気温

月 H最高 H最高 H最低 日最低 。コ

月平均 根値 月平均 極値
月平均 O.lm 0.2m 0.3m 0.5m 1.0m 月介計 円最大 快晴

℃ 。C ℃ 。C 。C 。C 。C 。C 。C 。C m町1 mm  円

8.3 14. 7 4. 1 -8. 7 1.4 92.0 26.0 18 

2 11. 4 18. 3 O. 7 -6.0 4.8 115.5 48.5 13 

3 13.2 21. 7 1.0 4. 1 6.6 233. 5 60. 5 11 

4 19. 1 24.2 7. 7 0.3 13.3 283.0 59.5 10 

5 21. 1 25.8 12.3 4.0 16. 3 472.0 121. 0 4 

6 22.8 27.8 15. 0 7. 7 18.8 466.0 93. 5 8 

7 26.2 30.5 16.9 15.4 22.4 175.5 30.5 

8 27. 7 33.0 16. 7 17.0 22.3 490.5 214.5 9 

9 27. 2 31. 7 12. 7 8. 4 20.1 92. 5 57.0 19 

10 20.4 25. 9 7.4 -0.3 13.0 140.0 90.5 15 

11 18. 1 24.3 7.0 2.4 12.2 189.5 56.5 11 

12 10.4 17.6 -1. 9 9. 1 3.6 42.0 30.0 20 

総計 225.9 90.0 154.8 2792.0 139 

年平均 18.8 7. 5 12. 9 232. 7 
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北海道演習林

天 気(9時)

快晴 H青 曇 雨 雪

日 日 日 日 日

24 4 O 3 

16 11 1 

3 17 10 1 

13 12 4 1 

3 13 15 

3 12 10 5 

2 6 20 3 

7 19 5 

18 5 7 

21 4 6 

20 8 2 

27 3 1 

11 194 121 32 7 

宮崎演習林

天 気(9時)

H青 墨コ=ず 雨 雪

日 日 日

7 2 3 

3 11 1 O 

6 8 6 O 

2 14 4 O 

3 17 7 O 

4 8 10 O 

5 23 2 O 

6 10 6 O 

4 7 O O 

3 10 3 O 

3 10 6 O 

1 7 1 2 

41 132 48 5 
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平成15年 福岡演 習林

ノヌLー j且 地温 1 士也 i且 2 峰/1<.量 天 気(9時)
日気温

月 円最高 円最高 日最低 日最低 の

月平均 極値 月平均 極f直
月平均 日平均 日最高 H最低 H平均 円最高 H最低 月合計 円最大 tR:R青 H青 主予E芸̂ 雨 司三ヨ三・

。C 。C 。C 。C CC ℃ 。C 。C 会C 。C CC 町1m 立1m

11.0 20. 8 O. 7 3.8 5.2 6. 1 欠測 58.5 25.0 4 9 9 6 3 

2 14. 8 20.5 2. 6 1.3 7. 9 7. 7 " 58. 0 14. 5 3 16 3 6 O 

3 16. 1 25.8 3.9 -0. 5 9. 5 9.6 " 111.5 22.5 15 5 5 6 O 

4 22.5 31. 2 10. 1 1.6 15. 9 15 " 151. 5 31. 5 14 10 3 3 O 

D 27.6 33.8 14.6 6.5 20.3 19.8 " 81. 0 27. 0 14 5 9 3 O 

6 28.8 34.5 18.3 12. 9 23.0 22.8 " 190.5 52.5 12 5 6 7 O 

7 30.4 37. 7 21. 8 17 25.4 24.9 " 516.5 105.0 8 12 9 O 

8 34.0 39.4 23.0 19.3 27. 5 26.9 " 202.0 50.5 12 10 4 。戸 O 

9 33. 5 40.8 20. 1 12.3 25.5 25.6 " 66.5 26.5 6 20 4 O O 

10 27. 7 34.0 11. 6 4.3 18.4 19. 1 " 5. 5 戸 2.5 17 10 3 2 O 

11 22.2 30. 8 10.8 2. 1 15.8 16. 1 11 102. 5 31. 0 4 14 3 7 O 

12 11. 8 21. 3 5. 9 O. 9 8.5 10. 3 " 23. 5 14.0 2 10 13 6 O 

j念 百十 280. 4 143.4 202.9 203.9 0.0 1567. 5 104 122 76 60 3 

年平均 23.4 12.0 16. 9 17.0 O. 0 130. 6 

平成15年 早良実習場

気 J昆 i也 ;昌一 lí年ノtcl~: 天 気 (9時)
円気温

月 Fl最高 円最高 円最低 H最低 σ〉 蒸発昌;

月平均 O.lm 0.2m 0.3m 0.6m 1.0m 月合計 H最大 快晴 H青 曇 雨 雪
月平均 極{直 月平均 極値

oc 。C 。C つC ℃ 。C 。C 。C 。C ℃ ロ1町1 m m  ロ1m

1 10. 7 15.8 3.2 1.0 6. 5 48.5 17.0 O 15 10 4 2 

2 13. 3 18. 5 4. 9 1.7 8.6 70.5 15.5 O 17 9 2 O 

3 15. 1 26. 1 5.5 1.6 11. 4 115.0 24. 0 O 16 10 5 O 

4 21. 7 29. 5 11. 8 4.8 17.9 138.5 37.5 1 17 8 4 O 

5 25. 5 35.3 16.5 9.3 21. 7 89. 5 20.5 O 17 9 。 O 

6 29.0 34.4 20.3 14.9 25.4 178.0 135.0 O 14 12 4 O 

7 30.5 36.3 23. 7 20.0 27.5 419.5 136.5 O 9 17 5 O 

8 32.0 35.0 24.8 21. 9 28.8 194.0 38.0 O 14 14 3 O 

9 39. 7 36. 9 22. 0 15.8 27.4 89. 5 37 2 19 10 O O 

10 24.8 31. 1 14. 1 8.2 20.3 8.5 6.5 1 25 5 O O 

11 20.9 27.4 12. 6 4.8 16.3 113.0 24.0 O 14 13 3 O 

12 14.2 19.0 6.4 O. 3 9. 7 37.0 18. 0 O 16 12 3 O 

総 計 277. 4 165. 8 221. 5 1501. 5 4 I 193 129 38 2 

年平均 23. 1 23.8 18. 5 125. 1 
ーー・-'--・E・-
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